
宣 言 日 令和　４年　６月　９日

住 所 さいたま市北区宮原町2丁目41-12

県 内 企 業 等 の 名 称 新明和工業株式会社　流体事業部　関東支店

代 表者 役職 氏名 支店長　岡嶋　憲

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

女性の正社員登用や高齢者雇用を積極的に進
め、多様な働き方を推進する。

＜（現状値）2021年の数値＞
①女性の正社員割合：0％（0人/7人）
②高齢者の雇用比率：0％（0人/7人）

＜2030年に向けた指標＞

①30％　②30％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①15％　②15％

社員参加型の社会貢献活動を推進する。

＜（活動目標）2021年の数値＞
・河川の美化活動：２回/年・のべ１２人参加

＜2030年に向けた指標＞

４回/年・のべ３２人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2回/年・のべ16人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2021年比　①30％削減　③30％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2021年比　①20％削減　③20％削減

エネルギー使用量を削減するとともに、事務所
内の廃棄物の削減を図る。

＜（現状値）2021年の数値＞
①エネルギー使用量：18,984ｋｗ/年
②事業系一般廃棄物：1,440ｋｇ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「下水施設･衛生施設の整備」、「技術革新によるインフラ改良や産業改善」、「廃棄物の排出量の削減」などで
直接貢献できる事業活動や製品・サービスを通じて、SDGsに貢献できる幅広い取り組みを行っており、今後は、
「サステナビリティ経営方針」に基づき企業と社会の「共通課題」解決に取り組み、長期事業戦略として実践すること
でSDG達成への貢献と社会的責任を果して参ります。

新明和工業株式会社　流体事業部　関東支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


